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府文化財

二i電署

倒壊家屋や避難所撮影
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ｏ

３
を
記
録
し
た
北
丹
後
地

震
は
死
者
２
９
２
５
人
、

負
傷
者
７
８
０
８
人
に
達

し
、多
数
の
家
屋
が
倒
壊
、

焼
失
し
た
。
登
録
さ
れ
た

写
真
ガ
ラ
ス
乾
板
（４２
点
）

は
、
地
震
直
後
に
現
地
入

り
し
た
府
職
員
が
、
家
屋

の
倒
壊
や
断
層
な
ど
の
被

害
状
況
に
加
え
、
救
援
作

業
や
避
難
所
の
様
子
を
収

め
た
。
同
地
震
の
被
害
記

録
写
真
の
原
板
は
、
ほ
か

に
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず

「記
録
内
容
に
加
え
、
震

災
記
録
保
存
の
例
と
し
て

も
貴
重
」

（府
文
化
財
保

護
課
）
と
い
う
。

ま
た
文
化
的
景
観
に
は

北
丹
後
地
震
の
被
害
か
ら

再
建
し
た

「京
丹
後
市
久

美
浜
湾
沿
岸
の
商
家
建
築

そ
の
他
の
指
定
、
登
録
文

化
財
は
次
の
通
り
。

◇
…
指
定
…
◇

【
建
造
物
】

「吉
田
神
社

本
殿
な
ど
９
棟
」

（
京
都
市

左
京
区
）
神
社
は
平
安
時
代

の
創
建
で
、
本
殿
は
■
８
■

５
（
文
化
１２
）
年
か
■
８
４
８

（
嘉
永
元
）
年
の
建
て
替
え
と

考
え
ら
れ
、
朱
塗
り
の
社
殿

が
４
棟
並
び
立

っ
て
い
る
。

【
美
術
工
芸
品
】

「紙
本

墨
画
（
し
ほ
ん
ぼ
く
が
）
西
湖

図
　
如
寄
（
に
ょ
き
）
筆
穴
福

知
山
市
ｏ天
寧
寺
）
室
町
時
代

の
画
家
、
如
寄
に
よ
る
中
国

北丹後地震によってずれた道路を記録 した写真
ガラス乾板

京
都
府
教
委
は
１２
日
、府
文
化
財
保
護
審
議
会
（
永

井
規
男
会
長
）
の
答
申
を
受
け
、
■
９
２
７

（
昭
和

２
）
年
に
京
丹
後
市
網
野
町
な
ど
で
発
生
し
た
北
丹

後
地
震
の
被
害
を
記
録
し
た
写
真
ガ
ラ
ス
乾
板
な
ど

８
件
を
、
新
た
に
府
文
化
財
に
指
定

・
登
録

・
選
定

し
た
。
府
文
化
財
は
計
７
０
２
件

（
指
定
４
■
４
、

登
録
２
０
９
な
ど
）
と
な

っ
た
。

北
丹
後
地
震
の
被
害
を
記
録
し
た
写
真
ガ
ラ
ス
乾
板

新
た
に
８
件
、計
７０２
件
に

群
と
街
な
み
景
観
」
を
選

定
し
た
。
倒
壊
前
の
区
域

割
り
を
踏
襲
し
て
お
り
、

伝
統
的
な
商
家
建
築
が
現

在
も
良
好
な
景
観
の
ま
ま

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

（江
藤
均
）

浙
江
省
の
西
湖
を
題
材
に
し

た
山
水
図
で
、
写
生
風
の
優

れ
た
表
現
を
み
せ
て
い
る
▽

「木
造
菩
薩
立
像
（
ぼ
さ
つ
り

ゅ
う
ぞ
う
】
（
亀
岡
市
・無
量

寺
）
高
さ
約
■
７
■
も
の

一

木
造
り
で
、
平
安
時
代
前
期

の
様
式

を
伝
え

て
い
る
▽

「狛
文
書
六
木
津
川
市
・個
人

蔵
）
室
町
・戦
国
時
代
に
現
在

の
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
を

本
拠
地
と
し
た
狛
氏
に
関
す

る
記
録
で
、応
仁
・文
明
の
乱

で
の
細
川
勝
元
か
ら
の
感
状

や
、織
田
信
長
か
ら
の
知
行

目
録
な
ど
が
あ
る
。

◇
…
登
録
…
◇

【
建
造
物
】

「桂
林
寺
本

堂
な
ど
３
棟
」

（
舞
鶴
市
）

本
堂
は
■
８
■
７
（
文
化
１４
）

年
築
で
、
土
間
を
屋
内
に
取

り
込
む
な
ど
曹
洞
宗
寺
院
の

特
色
が
見
ら
れ
る
。

【
天
然
記
念
物
】

「寂
照

院
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
林
六
長

岡
京
市
）
４
０
０
平
方
研
の

登
録
区
域
に
直
径
１５
考
超
の

竹
約
■
６
０
本
が
あ
る
。
中

国
か
ら
持
ち
帰

っ
た
竹
を
同

院
に
植
え
た
の
が
乙
訓
地
域

の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
植
栽
の
始

め
と
す
る
明
治
期
の
記
録
も

あ
り
、
現
在
も
良
好
な
景
観

を
保

っ
て
い
る
。


